
つたないものでも発表する〜わ
たしのテツガク

葉影稔



1章

つたないものでも、ものおじせず発表する。

それがわたしの考え方だ。

以前スペインの番組を見ていた時

子どもたちは、先生の質問に

全員が手を挙げた。

答えを知らない子まで挙げていた。

その光景は、なにかほほえでしまうものだった。

 
スペイン文化のあの開放性、大勢の大胆な芸術家は

そういう文化があって

生まれたものだ。

そしてそれは、

今の日本に欠けてしまったものだ。

だからこそわたしは

つたないものでもどんどん

発表するべきだと思う


